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４
月
、
５
月
と
各
支
部
で
組
合
説
明

会
や
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
間
で
は
、
自
粛
ム
ー
ド
が
漂
っ
て

い
ま
す
が
、震
災
後
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

大
変
な
時
期
に
就
職
、
異
動
さ
れ
た
新

採
用
者
、
転
入
者
の
み
な
さ
ん
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
、
新
し
い
仲
間
と
し
て
迎
え

入
れ
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
自
分
た
ち
も
元
気
に
な
っ

て
被
災
地
を
応
援
す
る
力
を
た
く
わ
え
、

サ
ポ
ー
ト
し
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新採用者１６名、 新入者７名を含む６１名が参加

中 部中 部

やっと仕事が終わりました！ 「おいしい♥」

新採用者が１つのテーブルに集まり、カンパイ！

磐 井磐 井
中 央中 央

二 戸二 戸

ようこそ　♪

支部歓迎会を開催

「顔合わせ会」 で家族も一緒に歓迎！
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私
た
ち
が
、
看
護
師
の
増
員
と

患
者
負
担
の
軽
減
を
声
高
く
訴

え
て
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
医
労
連
・

看
護
対
策
委
員
の
五
十
嵐

真
理
子
さ
ん
が
「
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
を
つ
く
ろ

う
」
と
題
し
て
看
護
職
員

を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
と

課
題
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。
ま
た
岩
手
医
労
連
書

　

岩
手
医
大
の
吉
田
由
美
子
看

護
対
策
委
員
長
は
基
調
報
告
の

中
で
「
被
災
地
に
思
い
を
寄
せ
、

記
長
の
鈴

木
哲
夫
さ

ん
は
、
大

震
災
時
の

医
療
労
働

者
の
奮
闘

と
組
合
の

取
り
組
み

に
つ
い
て
、

報
告
し
ま

し
た
。

　

被
災
地
の
病
院
か
ら
は
、
全

医
労
釜
石
支
部
の
深
澤
秋
子
さ

ん
が
、
釜
石
地
域
と
病
院
、
職

員
の
被
災
状
況
を
報
告
。
県
医

労
釜
石
支
部
か
ら
は
、
田
口
修

子
さ
ん
が
、
被
災
時
の
病
院
の

状
況
と
、
県
医
療
局
が
強
行
し

た
人
事
異
動
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。
周
囲
と
連
絡
が
と
れ

な
い
中
で
、
患
者
を
守
る
た

め
に
必
死
で
行
動
し
た
緊
迫

感
が
伝
わ
り
、「
救
助
活
動

中
、
職
員
に
集
合
が
か
か
り

患
者
さ
ん
を
病
室
に
お
い
て

出
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
に
は
、『
か
な
ら
ず

戻
っ
て
く
る
か
ら
ね
』
と
声
を

掛
け
な
が
ら
も
、
本
当
に
切
な

い
思
い
だ
っ
た
」
と
、
そ
の
と

き
の
心
情
を
語
り
ま
し
た
。
ま

た
、
人
事
異
動
で
は
、
病
院
事

務
局
長
が
転
入
者
や
、
職
員
の

た
め
ど
れ
だ
け
東
奔
西
走
し
た

か
を
紹
介
し
な
が
ら
、
現
場
の

声
を
聞
く
姿
勢
の
な
い
医
療
局

に
対
し
て
、
怒
り
を
隠
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

集
会
後
参
加
者
は
、
市
内
６

カ
所
に
分
か
れ
、
被
災
地
支
援

の
カ
ン
パ
活
動
と｢

大
幅
増
員
で

夜
勤
改
善
で
安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
の
実
現
を
」
の
国
会

請
願
署
名
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

大切な人・命・絆守りたい

　

３
月
１１
日
の
大
震
災
で
は
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
多

く
の
仲
間
が
、
被
災
を
し
な
が
ら
も
懸
命
に
医
療
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
地
域
医
療
、
看
護
師
の
役
割
の
重
要
性
が

い
っ
そ
う
明
ら
か
と
な
る
中
、「
２
０
１
１
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
」

は
被
災
地
に
心
を
寄
せ
、「
い
の
ち
・
絆
・
守
ろ
う
岩
手
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
盛
岡
市
「
プ
ラ
ザ
お
で
っ
て
」
で
５
月
１4
日
開

催
さ
れ
、
看
護
師
な
ど
１
４
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
県
医
労

か
ら
は
８
支
部
・
本
部
合
わ
せ
て
29
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

これから署名カンパにとりくみます!!

釜石支部の田口修子さん

日本医労連の五十嵐真理子さん

看護部

2011.岩手県ナースウェーブ集会
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２
０
１
１
年
の
メ
ー
デ
ー
は
〝
復
興
〞
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
盛
岡
の
岩

手
県
中
央
集
会
な
ど
県
内
７
カ
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
中
央
集
会

は
、
岩
手
公
園
で
開
催
さ
れ
約
８
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
あ
い
に

く
の
降
り
し
き
る
雨
の
中
、
傘
を
差
し
な
が
ら
の
集
会
参
加
、
デ
モ
行

進
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
支
部
で
も
地
域
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
、
二
戸
地
域
労
連
で
は
野
田

村
へ
支
援
物
資
搬
送
等
も
行
い
ま
し
た
。

被災地復興支援のために
地域医療の再生を！

一
関
メ
ー
デ
ー

久
慈
メ
ー
デ
ー

県中央メーデー

中央支部の皆さん
雨の中、真剣に話を聞く参加者

この車でいっぱいの荷物を運びました搬送後、荷物の整理も手伝いました

壇上であいさつする千厩支部長

参加者全員で黙祷

二戸メーデー

原水爆禁止
国民平和大行進

岩手入りは
６月11日

　日本中の、いえ世界中の人が３月11日の大震災
で、原発の恐ろしさを、まざまざと見せつけられま
した。安全神話はもろくもくずれ、事故対策が追
いつかず、人の手におえなくなった核エネルギー。
世界のどこにも核兵器も原発もいりません。
　世界の平和と安全のために、平和行進で日本医
労連の旗を引き継ぎましょう。

　岩手県内の行進
日程は６月11日～
19日です。
（県内の詳細な日程
は後ほどお知らせ
します）

みんなで歩こう 1歩でも

第８２回メーデー集会
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今
回
、
い
わ
て
労
連
議
長
を
本

部
長
と
す
る
「
岩
手
県
共
同
対

策
本
部
」
の
活
動
に
参
加
し
た
の

で
報
告
し
ま
す
。

　

東
京
か
ら
週
２
回
バ
ス
が
運

行
さ
れ
、
宮
城
、
岩
手
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
要
員
を
輸
送
し
て
い
ま

す
。
私
が
担
当
し
た
と
き
は
、
埼

玉
か
ら
６
人
、
岐
阜
か
ら
１
人
、

東
京
か
ら
３
人
が
参
加
。
宿
泊
拠

点
と
し
て
い
る
大
船
渡
市

吉
浜
の
「
あ
ず
ま
荘
」
に

寝
泊
ま
り
し
、
毎
日
大

船
渡
市
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
以
下
、

Ｖ
Ｃ
。
写
真
）
に
通
い
ま

し
た
。

　

作
業
内
容
は
、
毎
日

の
Ｖ
Ｃ
の
担
当
者
の
指

示
で
割
り
振
ら
れ
ま
す
。

初
日
は
道
路
脇
の
清
掃
。

ま
だ
、
沢
山
の
木
切
れ
、

漁
網
、
家
庭
ゴ
ミ
、
そ
し

て
魚
や
イ
カ
ま
で
が
散
乱
し
て
い

ま
す
。
２
日
目
以
降
は
、
個
人
宅

の
清
掃
を
１
件
担
当
し
ま
し
た
。

２
階
ま
で
津
波
で
被
災
し
た
家
の

感
謝
の
心
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
是

非
、
み
な
さ
ん
も
体
験
し
ま
し
ょ

う
。  

（
春
山
）

　

県
医
労
は
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休

暇
の
積
極
的
活
用
や
②
参
加
経

費
の
本
部
負
担
な
ど
を
６
月
17
、

18
日
開
催
の
定
期
大
会
の
運
動

方
針
に
取
り
入
れ
て
議
論
し
て
い

き
ま
す
。
各
被
災
地
へ
行
く
手
順

は
定
期
大
会
議
案
の
補
強
資
料

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
ヶ
月

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
仮
設
住

宅
へ
の
移
転
や
、
住
宅
の
一
部
が

被
災
し
て
い
る
方
々
な
ど
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
請
が
増
え
て

い
る
一
方
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ

イ
ー
ク
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
到
来
の

ピ
ー
ク
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
被

災
地
で
は
今
後
も
多
く
の
方
に
援

助
を
求
め
て
い
ま
す
。

壁
を
は
が
し
（
写
真
）、
天

井
板
、
床
板
を
は
が
し
、
修

理
の
下
準
備
を
し
ま
し
た
。

午
後
３
時
を
目
処
に
片
付

け
を
し
て
撤
収
。
夕
食
交

流
会
で
作
業
内
容
を
交
流

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
、
何
よ
り
も
被
災
地
を
な
ん

と
か
し
た
い
と
い
う
同
じ
思
い
の

「
仲
間
」
と
過
ご
し
た
５
日
間
に

朝のボランティアセンターのようす

個人宅の壁はがし

�
�
�
�
�
�
�
行
�
�

宣伝カーで運搬しました胆沢支部からのメッセージを手に
「ありがとうございます」

山 田 支 部 へ 支 援 物 資

　被災した山田病院で、仮設診療所や訪問看護等で地域の医
療を守るために奮闘している山田支部の組合員から、支援物
資の要請を受け、江刺、胆沢、中部支部に呼びかけ、４月26
日㈫に宣伝カーいっぱいの物資を届けました。
　当日は、昼休みに合わせて病院に到着。支部では、保管場
所を２階に確保していたので、そこに支部組合員とともに階
段で物資を運搬（エレベーターが動いていない）し、短時間
ですが職場集会を開催しました。特に関心のある大槌病院で
の５月１日異動、被災後の超過勤務の対応などを説明、みん
なで書こうと意思統一しました。異動に関しては、是非行き
たい病院がある、と二人の組合員がすぐに事務局長への申し
入れを行いました。
　次回は、夕方にピザでも食べながら交流することを約束し、
支部を後にしました。この行動には伊藤副委員長、春山書記
長が参加しました。

ミニ職場集会も
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女性部・青年部

県
医
労
女
性
部　
　

　

第
54
回
定
期
大
会

■
と　

き　

８
月
５
日（
金
）〜
６
日（
土
）

■
と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
森
の
風
鶯
宿

　

今
年
は
各
種
行
事
の
都
合
上
、
８
月
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
集
ま
っ
て
、
職
場
の
問
題
、
悩
み

な
ど
を
出
し
あ
い
、
震
災
後
の
ス
ト
レ
ス
も
解
消

し
な
が
ら
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

県医労青年部第54回定期大会
7月23日㈯ 13：30～
　　24日㈰　朝解散
花巻温泉郷新鉛温泉
結びの宿 愛隣館

大会成立に向け、
代議員・オブザーバー
の組織をお願いします

湯浅誠さん

クミコさん

生命を生み出す母親は　生命を育て　生命を守ることをのぞみます

▲吉永小百合さん出演。申し込みは、各県母
親実行委員会へ。当日参加はできません。

　in 広島

講師　伊藤　千尋さん
〔ジャーナリスト・朝日新聞記者〕

記念公演「世界は今　平和へと大きく動いている
　 ～その先頭に女性たちがいる～」

●2011年７月３日㈰　●岩手県公会堂

いのち

・シンポ・講座
　10：00～ 12：00
・全体会 
　13：00～ 15：20
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震
災
か
ら
２
ヶ
月
が
経
ち
ま

す
が
、
ま
だ
夢
の
よ
う
で
信
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。
悪
夢
の
よ
う
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
岩
手
は
立
ち

上
が
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
。

中
央
支
部　

ク
ッ
キ
ー
マ
マ

　

実
家
が
流
さ
れ
、
貯
え
た
自

分
の
お
宝
も
海
の
中
。
で
も
命

よ
り
高
い
お
宝
は
な
い
ん
だ
か

ら
と
、
今
を
大
切
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。釜

石
支
部　

白
く
ま

　

大
震
災
の
疲
れ
と
転
勤
の
疲

れ
が
ど
っ
と
出
ま
し
た
。
み
ん

な
で
い
た
わ
り
合
い
、
休
み
あ

い
ま
し
ょ
う
。

久
慈
支
部　

ゆ
り
ふ

　

震
災
か
ら
２
ヶ
月
が
経
ち
、

み
な
さ
ん
の
心
は
落
ち
着
い
て

き
た
で
し
ょ
う
か
？　

私
の
心

は
震
災
と
は
別
に
仕
事
の
こ
と

で
乱
れ
て
お
り
ま
す
。
平
穏
な

日
々
が
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
。

宮
古
支
部　

嵐
っ
子

　

そ
れ
で
も
眠
い

　

そ
れ
で
も
花
は
咲
く

　

そ
れ
で
も
朝
は
来
る

　

そ
れ
で
も
…
…
眠
い
。

江
刺
支
部　

匿
名
希
望

　

現
在
子
育
て
４
か
月
。
日
々

成
長
す
る
我
が
子
は
と
て
も
か

わ
い
い
で
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い

に
大
き
く
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

大
東
支
部　

新
米
マ
マ

　

子
ど
も
た
ち
の
学
校
、
部
活

の
送
り
迎
え
に
明
け
暮
れ
る
毎

日
。
で
も
そ
ん
な
頃
が
い
い
ん

だ
よ
と
先
輩
方
が
い
っ
て
ま
し

た
ね
。
頑
張
り
ま
す
。
楽
し
み

ま
す
。

江
刺
支
部　

匿
名
希
望

　

３
月
11
日
の
津

波
の
甚
大
な
被
害

の
な
か
、
そ
れ
で

も
そ
こ
か
ら
立
ち

上
が
ろ
う
と
踏
ん

張
っ
て
い
る
人
た

ち
に
冷
や
水
を
掛

け
て
い
る
の
が
、

福
島
の
原
発
で
す
▼
昨
年
の
Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
か
ら
１
年
が

た
ち
ま
し
た
。
昨
年
の
会
議
で

は
、
核
保
有
国
も
含
め
て
、
世

界
の
共
通
認
識
と
し
て
「
核
兵

器
の
な
い
世
界
」
の
実
現
に
向

け
た
各
国
の
努
力
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
▼
「
人
類
と
核
兵

器
は
共
存
で
き
な
い
」。
こ
れ

は
、
多
く
の
人
々
の
共
通
認
識

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
▼
で
は

原
発
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
原

発
を
認
め
る
考
え
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
▼
ド
イ
ツ
の
レ
ト
ゲ

ン
環
境
相
は
一
時
停
止
さ
せ
て

い
た
旧
型
の
原
発
７
基
に
つ
い

て
、
航
空
機
が
衝
突
し
た
場
合

の
安
全
生
が
不
十
分
だ
と
し
て

廃
止
す
べ
き
と
い
う
考
え
を
示

し
ま
し
た
▼
今
の
と
こ
ろ
全
く

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
、
放
射

性
物
質
を
出
し
続
け
て
い
る
福

島
原
発
。
情
報
は
小
出
し
、
後

出
し
で
「
直
ち
に
健
康
に
影
響

は
な
い
」
の
繰
り
返
し
。
３
号

機
は
プ
ル
サ
ー
マ
ル
で
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
燃
料
に
使
用
し
て
い

ま
す
。
今
後
ど
れ
だ
け
の
被
害

が
で
る
の
か
想
像
す
る
の
が
恐

ろ
し
い
限
り
で
す
▼
研
究
、
建

設
、
廃
炉
の
た
め
の
処
理
費
用

ど
れ
も
莫
大
な
費
用
が
必
要
な

原
発
。
浜
岡
原
発
だ
け
で
な
く
、

全
て
の
原
発
を
中
止
し
、
そ
し

て
廃
止
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
▼
何
気
な
い
日
常
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
平

和
と
安
全
が
守
ら
れ
て
こ
そ
。

そ
の
た
め
に
、
無
関
心
で
い
る

こ
と
な
く
み
ん
な
で
、
核
兵
器

廃
絶
・
原
発
反
対
を
唱
え
、
行

動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今
年

も
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行

進
は
岩
手
を
縦
断
し
ま
す
。

　

 

（
い
）

3
月
号
パ
ズ
ル

3
月
号
パ
ズ
ル

　

３
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
18
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
正
解
で
し

た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り

ま
す
。

３
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

佐
々
木
正
勝(

久
慈
支
部
）、

う
ま
っ
こ(

一
戸
支
部
）、
匿
名

希
望（
中
央
支
部
）、
マ
ク
マ
ク

(

胆
沢
支
部)
、
ク
タ
ク
タ
ブ
ー

（
磐
井
支
部
）、
マ
グ
ロ
、
鈴
の

音(

南
光
支
部)

、
新
米
マ
マ（
大

東
支
部)

、
ジ
ャ
ン
ボ
う
さ
ぎ

の
妻（
大
船
渡
支
部
）、
山
田
の

伊
達
直
人（
山
田
支
部
）



◇
言
葉
よ
り　

今
、大
切
な　

第
一
歩

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
）

◇
核
廃
絶　

平
和
の
た
め
に　

歩
き
だ
そ
う

（
今
年
こ
そ
平
和
行
進
へ
）

◇
自
己
目
標　

ハ
ー
ド
ル
下
げ
て　

イ
キ
イ
キ
と

（
人
事
考
課
は
さ
ら
っ
と
ネ
）

◇
時
間
が
な
い　

説
明
が
な
い　

交
渉
な
い（

職
員
課
）

◇
時
間
外　

書
い
て
手
本
の　

新
人
教
育 

（
明
る
い
職
場
）

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

６
月
末
日（
必
着
）で
す
。
ま
た
、

抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ
ぶ

や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何
で

も
）
を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

6月の予定

11日(土)～12日(日) 

 労働安全衛生中央学校(名古屋)

11日(土)～19日(日) 

 国民平和大行進

17日(金)～18日(土) 

 県医労第67回定期大会(ホテル大観)

17日(金) 県医労60周年記念の夕べ（ホテル大観）

17日(金)～19日(日) 

 日本医労連全国医療研究集会(新潟)

24日(金) 日本医労連院内保育所政府交渉（東京）

25日(土)～26日(日)

 日本医労連院内保育所会議（熱海）

7月の予定

  3日(日) 第57回岩手県母親大会in盛岡（公会堂）

16日(土)～17日(日)

 岩手県医療研究集会（志戸平）

23日(土)～24日(日) 

 県医労青年部第54回定期大会（愛隣館）

27日(水)～29日(金) 

 日本医労連定期大会

30日(土)～31日(日)

 第57回日本母親大会in広島 




